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市では高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるように、高齢者等見守りネットワークを推進しています。
この一環として、8月1日現在で64の民間事業者や団体と高齢者などの見守りに関する協定を締結しています。協
定では、協力事業者が店舗での接客や配達での訪問などの日常業務の中で、高齢者などの様子に異変を感じたとき
に、市役所などへの通報をお願いしています。この協定を通じて、さらなる高齢者への迅速な支援や安否確認につ
なげています。

高齢者などの見守りに関する協定
■問　高齢介護課高齢福祉係　☎95－9888

高齢者の異変を感じる具体例
・ポストが新聞や郵便物でいっぱい
・洗濯物が何日も干しっぱなし
・何回も同じ手続きに訪れる
・同じ商品を頻繁にたくさん購入している
・夏なのに冬の服を着ている
・裸足で歩いている
・同じところを行ったり来たりしている　など

事業者の募集
更なる見守り体制の推進のため、協力できる事業

者を募集しています。費用はかかりません。高齢者
などが安心安全に住み慣れた地域で、長く過ごすこ
とができるよう協力をお願いします。興味のある事
業者は、問い合わせてください。
※市内で高齢者の日常生活圏域で事業活動を行って
いることや、日常業務において高齢者と接する機
会が多く、協定書に定める見守り活動の趣旨を理
解し、円滑に実施できる事業者が対象です。

■問　文化財課
☎48－6602

中央中学校の西に接する道は、右、左にカーブしな
がら市営新道住宅の辺りまで北行します。このように
カーブするのは、明治時代にできた平和用水と関わり
がありました。
江戸時代、北側の入海はやがて油ヶ淵になり、宝永

2年（1705）に新川が開削されました。東西に横断
する街道には、荒子の集落が発展しました。また高低
起伏がある地勢に畑地が主に広がりましたが、農家は
耕作に不便を感じていました。
そこで明治時代に日露戦争の平和記念として、耕地

を整理し用水を引く事業が行われ、明治41年（1908）
に完成しました（平和用水）。揚水機によりかんがい
排水の便は向上し、生産も増加しました。
今回紹介したカーブの道は、この平和用水の幹線水

路であった名残を今に伝えているものです。

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.88　空中写真散歩⑹
～中央中学校に西接するカーブの道～

△米軍1948年撮影／国土地理院提供
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故 
小
林
秀
央
氏
を

名
誉
市
民
に

７
月
29
日
開
催
の
市
議
会
臨
時
会
で
同
意
を
得
た
た
め
、

故 

小
林
秀
央
氏
（
５
月
12
日
逝
去
）
に
名
誉
市
民
の
称
号
を

贈
呈
し
ま
す
。

名
誉
市
民
の
称
号
は
、
市
民
又
は
市
に
縁
故
の
深
い
人
で

公
共
の
福
祉
の
増
進
又
は
産
業
文
化
の
進
展
に
寄
与
し
、
広

く
市
の
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
事
績
が
卓
絶
顕
著
で
市
民
の

尊
敬
を
受
け
る
人
に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

小
林
秀
央
氏
の
功
績

小
林
氏
は
、
昭
和
49
年
５
月
に
市
議
会
議
員
に
就
任
さ

れ
、
約
８
年
９
か
月
に
渡
り
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て
市

政
の
枢
機
に
参
画
し
、
市
政
の
進
展
に
ま
い
進
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
62
年
４
月
か
ら
は
県
議
会
議
員
と
し
て
、
７
期

28
年
の
長
き
に
わ
た
り
県
政
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

特
に
、
県
議
会
議
長
時
代
に
は
、
中
部
国
際
空
港
の
開
港
、

愛
知
万
博
の
成
功
に
尽
力
す
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

小
林
先
生
は
、
時
代
を
超
越
し
た
先
見
性
と
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
情
熱
を
注
が
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
一
生
を
さ
さ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
足
跡
は
本

市
の
歴
史
と
し
て
多
く
の
市
民
に
語
り
継
が
れ
、
郷
土
の
誇

り
と
し
て
深
く
尊
敬
さ
れ
、
ま
た
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
郷
土
の
先
駆
者
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
心
か
ら

の
敬
意
と
謝
意
を
表
し
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
お
贈
り
い
た

し
ま
す
。

小
林
先
生
、
郷
土
の
た
め
粉
骨
砕
身
ご
尽
力
さ
れ
た
お
姿

は
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
あ
な
た

様
の
郷
土
愛
と
正
義
感
を
受
け
継
ぎ
、
碧
南
市
の
発
展
と
市

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
こ
ん
身
の
努
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
か
、
郷
土
碧
南
の
更
な
る
発
展
を
、
い
つ
ま

で
も
お
見
守
り
く
だ
さ
い
。

小
林
先
生
は
、
郷
土
碧
南
の
先
達
者
と
し
て
、
生
涯
を
通

じ
て
公
正
無
私
な
人
柄
で
あ
ら
れ
、
常
に
市
民
の
要
求
に
応

え
る
新
し
い
政
策
を
模
索
し
、
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
、

心
魂
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
の
市
議
会
議
員
、
県
議
会
議
員
と
し
て
の
ご
活
躍
は
、

広
く
市
民
の
信
望
と
敬
愛
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

度
、
名
誉
市
民
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
、
そ
の
輝
か
し
い
ご
功

績
を
広
く
顕
彰
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
機

会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
慶
賀
に
堪
え
ま
せ

ん
。市

議
会
は
、
先
生
の
地
域
発
展
に
対
す
る
熱
い
情
熱
を
継

承
し
、
住
民
１
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
碧
南
市
を
発

展
、
飛
躍
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

■問
　
秘
書
情
報
課
秘
書
係
　
☎
95
│
９
８
６
１

故 小林秀央氏
（道場山町／享年79）

昭和16年（1941）
6月22日に愛知県碧海郡新川町
（現碧南市）に生まれる

昭和49年（1974）
碧南市議会議員に初当選（8年9か月）

昭和62年（1987）
愛知県議会議員に初当選（7期28年）

平成13年（2001）
藍綬褒章を受章

平成15年（2003）
第83代愛知県議会議長に就任

平成28年（2016）
碧南市市政功労者表彰を受彰

令和3年（2021）
5月12日に旭日中綬章を受章
正五位に叙せられる

略 歴

△平成15年
愛・地球博日本館起工式／愛知県提供

△平成15年
愛知県議会
定例会

しょうごい

小
林
秀
央
先
生
を
碧
南
市
の
誇
り
に

碧
南
市
長
　
禰
冝
田
　
政
信

名
誉
市
民
の
受
章
を
祝
し
て碧

南
市
議
会
議
長
　
林
田
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